
お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
車
い
す
１
台
（
阿
南
図
書
館

に
設
置
）

県
南
軟
式
野
球
競
技
会
様
か
ら

公
共
施
設
に
お
け
る
福
祉
サ
ー

ビ
ス
充
実
の
た
め

●
金
５
０
０
万
円

有
限
会
社
橋
田
工
務
店
様
か
ら

阿
南
市
奨
学
資
金
充
実
の
た
め

●
あ
な
な
ん
時
計

阿
南
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様

か
ら
新
庁
舎
備
品
と
し
て

●
ベ
ン
チ

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
阿
南
様

か
ら
新
庁
舎
備
品
と
し
て

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～ 

高
専
の
底
力 

～

　
「
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
も
ら
っ
た
人
は
日
本
に
25
人
い

る
が
、
多
く
は
田
舎
で
子
ど
も
時
代
を
過
ご
し
て
い

る
。
子
ど
も
を
本
当
に
し
っ
か
り
育
て
る
の
は
、
田

舎
の
方
が
良
い
」。
こ
れ
は
、「
平
成
の
野
口
英
世
」

と
言
わ
れ
、
２
０
１
５
年
に
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医

学
賞
を
受
賞
し
た
大
村　

智
北
里
大
学
特
別
栄
誉
教

授
の
言
葉
で
す
。
大
村
先
生
ご
自
身
も
山
深
い
山
梨

県
韮
崎
市
の
農
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
夜
間
高

校
の
教
師
と
な
り
、
一
念
発
起
し
て
化
学
者
の
道
へ

と
進
ま
れ
ま
し
た
。
受
賞
が
決
定
し
、
報
道
陣
を
前

に
大
村
先
生
が
あ
い
さ
つ
し
よ
う
と
口
を
開
き
か
け

た
時
、
事
務
方
が
「
安
倍
総
理
か
ら
お
祝
い
の
電

話
で
す
」
と
耳
打
ち
す
る
と
、
先
生
は
「
後
で
か
け

る
」
と
事
務
方
に
告
げ
ま
し
た
。
総
理
の
方
を
待
た

せ
た
硬
骨
漢
で
す
。
人
口
減
の
時
代
で
、
経
済
成
長

を
支
え
る
に
は
技
術
革
新
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、
大

村
先
生
の
言
葉
に
は
、「
人
間
は
あ
く
ま
で
自
然
の

中
に
あ
る
」「
自
然
と
い
う
大
い
な
る
も
の
に
生
か

さ
れ
て
い
る
の
が
私
た
ち
人
間
で
あ
り
、
人
間
が
創

り
だ
す
科
学
技
術
も
し
か
り
」
と
い
う
哲
学
が
語
ら

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
１
年
ほ
ど
前
に
、
日
本
を
代
表
す
る
月
刊

誌
「
文
藝
春
秋
」
に
「『
地
方
企
業
を
支
え
る
高
専

の
底
力
』
最
先
端
の
技
術
と
人
材
を
供
給
す
る
〝
知

ら
れ
ざ
る
拠
点
〟」
と
い
う
見
出
し
で
、
阿
南
高
専

に
焦
点
を
当
て
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
大
変
誇
ら
し

く
思
い
ま
し
た
。

　

つ
い
最
近
も
、
大
手
新
聞
社
系
列
の
週
刊
誌
に

「
地
味
に
ス
ゴ
イ
！
高
専
か
ら
難
関
大
、
人
気
企
業

へ
！
」
と
い
う
記
事
が
載
り
ま
し
た
。
阿
南
高
専
は
、

新
産
業
都
市
を
め
ざ
す
阿
南
市
に
工
業
系
の
教
育
機

関
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
る
と
の
声
を
受
け
、
当

時
文
部
行
政
に
強
い
影
響
力
が
あ
っ
た
参
議
院
議
員

の
故
三
木
與
吉
郎
氏
（
阿
波
製
紙
株
式
会
社
社
長
三

木
康
弘
氏
の
祖
父
）
や
原　

菊
太
郎
元
県
知
事
、
沢

田　

紋
元
阿
南
市
長
の
三
位
一
体
と
な
っ
た
懸
命
の

誘
致
運
動
の
成
果
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
同
校
は
１

９
６
３
年
４
月
に
仮
校
舎
を
見
能
林
公
民
館
と
見
能

林
中
学
校
に
お
き
、
そ
の
歴
史
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。
１
９
６
６
年
に
は
ほ
ぼ
今
の
姿
と
な
り

ま
し
た
が
、
建
設
費
１
億
９
２
２
８
万
円
の
う
ち
県

が
63
・
13
％
、
阿
南
市
が
36
・
87
％
を
拠
出
し
、
阿

南
市
は
直
接
用
地
買
収
や
登
記
事
務
に
も
協
力
し
、

見
能
林
の
広
大
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
田
園
に
〝
知
の

殿
堂
〟
が
誕
生
し
ま
し
た
。
同
校
の
飛
躍
的
発
展
の

一
つ
に
、
２
０
０
７
年
に
国
立
高
専
で
は
初
め
て
開

設
さ
れ
た
寄
附
講
座
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
講
座
に
は
、

日
亜
化
学
工
業
株
式
会
社
に
よ
る
10
年
間
で
研
究
費

約
５
億
円
余
り
の
助
成
が
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

「
本
校
の
学
生
は
、
中
学
卒
業
後
の
５
年
間
で
大
学

の
工
学
部
生
に
匹
敵
し
、
18
歳
、
19
歳
か
ら
本
格
的

な
高
い
レ
ベ
ル
の
研
究
に
も
つ
い
て
い
け
ま
す
。
事

実
、
東
大
の
大
学
院
生
に
も
負
け
な
い
ど
こ
ろ
か
、

そ
れ
以
上
の
研
究
が
で
き
る
学
生
も
い
ま
す
」。
前

職
が
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
特
任
准
教
授
で
現

在
、
阿
南
高
専
客
員
教
授
の
塚
本
史
郎
先
生
の
自
信

に
満
ち
た
言
葉
を
紹
介
し
ま
し
た
。

危
険
廃
屋
等
の
除
却
支
援

　

老
朽
危
険
な
空
き
家
等
の
解
体

を
行
う
方
へ
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者　
市
内
に
老
朽
危
険
な
空

き
家
等
の
所
有
者
と
し
て
登
記
事

項
証
明
書
等
に
記
録
さ
れ
て
い
る

方
ま
た
は
そ
の
相
続
人
（
法
人
を

除
く
）
で
、
市
税
等
の
滞
納
が
な

い
方

対
象
建
築
物　
市
内
に
存
す
る
木

造
ま
た
は
鉄
骨
造
の
建
築
物
で
、

①
申
請
時
に
お
い
て
、
現
に
使
用

さ
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
今
後
も

居
住
の
用
に
使
用
さ
れ
る
見
込
み

の
な
い
も
の
。
②
住
宅
の
不
良
度

が
一
定
基
準
を
満
た
す
も
の
。

対
象
工
事　
建
設
業
法
第
２
条
第

３
項
に
規
定
す
る
建
設
業
者
ま
た

は
建
設
工
事
に
係
る
資
材
の
再
資

源
化
等
に
関
す
る
法
律
第
21
条
第

１
項
に
よ
る
登
録
を
受
け
た
解
体

工
事
業
者
（
市
内
に
本
店
を
有
す

る
建
設
業
者
ま
た
は
解
体
工
事
業

者
等
に
限
る
）
に
請
け
負
わ
せ
る

工
事
で
あ
る
こ
と
。
※
補
助
金
交

付
決
定
前
に
着
手（
契
約
を
含
む
）

し
た
工
事
や
建
築
物
の
一
部
を
除

却
す
る
に
留
ま
る
工
事
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

対
象
経
費　
対
象
建
築
物
の
解
体

・
撤
去
に
係
る
費
用
。
※
家
財
道

具
、
車
両
等
お
よ
び
浄
化
槽
等
地

下
埋
設
物
の
処
分
に
係
る
経
費
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

補
助
金
額　
対
象
経
費
に
２
分
の

１
を
乗
じ
て
得
た
額
以
内
（
上
限

80
万
円
）。

事
前
調
査
の
申
込　
補
助
金
交
付

の
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
調
査
の
申
込
を
し
て
く
だ
さ

い
。
住
宅
の
不
良
度
等
現
地
確
認

を
行
い
、
危
険
性
の
高
い
順
に
決
定

し
、本
申
請
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

事
前
調
査
の
申
込
期
間
は
５
月

１
日
㈪
～
31
日
㈬
ま
で
。（
土
、日
、

祝
日
を
除
く
）

予
定
戸
数　
７
戸

問
い
合
わ
せ
は　
住
宅
・
建
築
課

（
☎
22

－

３
４
３
１) 
へ

●
竹
人
形

阿
南
商
工
会
議
所
様
か
ら
新
庁

舎
備
品
と
し
て

●
テ
ー
ブ
ル

福
井
町　

島　

利
喜
太
様
か
ら

新
庁
舎
備
品
と
し
て

阿
南
図
書
館
へ

●
読
み
聞
か
せ
用
大
型
絵
本
17
冊

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
お

は
な
し
ひ
ろ
ば
ひ
ま
わ
り
」
様

か
ら
図
書
館
資
料
と
し
て

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
一
封

富
岡
町　

阿
南
商
工
会
議
所
女

性
会
様
か
ら
地
域
福
祉
事
業
活

動
資
金
と
し
て

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
日
延
長
窓
口
で

税
証
明
の
一
部
を

取
り
扱
い
ま
す

　

５
月
か
ら
、
市
民
生
活
課
で
行

っ
て
い
る
平
日
延
長
窓
口
で
、
所

得
、所
得
課
税（
非
課
税
）、市
・
県

民
税
公
課
証
明
書
お
よ
び
軽
自
動

車
税
納
税
証
明
書
を
取
り
扱
い
ま
す
。

　

な
お
、
所
得
の
申
告
を
し
て
い

な
い
方
に
つ
い
て
は
、
平
日
延
長

窓
口
で
の
所
得
証
明
書
等
の
申

請
・
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
は　
税
務
課
庶
務
係

（
☎
22

－

１
１
１
４
）
へ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
受
取
窓
口
の
変
更

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人

番
号
カ
ー
ド
）
の
休
日
受
取
窓
口

を
毎
月
第
１
・
第
２
日
曜
日
に
開

設
し
て
い
ま
す
が
、
５
月
に
つ
い

て
は
、新
庁
舎
移
転
作
業
の
た
め
、

14
日
㈰
の
み
開
設
し
ま
す
。（
７

日
㈰
は
休
み
と
な
り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
は　
市
民
生
活
課

（
☎
22

－

１
１
１
６
）
へ

阿
南
市
人
権
教
育
協
議
会

総
会
を
開
催
し
ま
す

　

阿
南
市
人
権
教
育
協
議
会
で

は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
立
場
に

立
っ
て
、
人
権
尊
重
を
柱
に
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
に
向

け
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

２
０
１
７
年
度
総
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
30
日
㈫　

午
後
１
時

30
分
～
受
付　

２
時
開
会

場
所　
文
化
会
館
１
階　

視
聴
覚
室

※
手
話
通
訳
あ
り

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市
人
権
教

育
協
議
会
事
務
局
（
☎
22

－

３
３

９
２
）
へ

ふ
る
さ
と
活
性
21
活
動
補
助
金

事
業
申
請
の
受
付

　

こ
の
事
業
は
地
域
の
活
性
化
や

特
色
あ
る
地
域
お
こ
し
活
動
等
を

実
施
す
る
団
体
を
支
援
す
る
補
助

金
制
度
で
す
。

対
象
事
業　

▼
独
自
性
・
創
造
性
に
富
み
将
来

的
に
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
事
業

▼
伝
統
文
化
の
継
承
と
新
し
い
地

域
お
こ
し
事
業

▼
地
域
活
性
化
の
た
め
の
ソ
フ
ト

事
業

▼
環
境
改
善
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
事
業

▼
地
域
づ
く
り
の
人
材
育
成
を
め

ざ
し
た
事
業

申
請
方
法　
交
付
申
請
書
（
公
民

館
ま
た
は
生
涯
学
習
課
に
備
え
付

け
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

公
民
館
ま
た
は
生
涯
学
習
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
５
月
１
日
㈪
～
26
日
㈮

※
交
付
の
可
否
等
は
、
７
月
中
旬

に
通
知
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

生
涯
学
習
課

（
☎
22

－

３
３
９
１
）
へ

自主防災組織を支援します

自主防災組織設立支援
住民同士が救出・救援、初期消火等を行う自主防
災組織を設立した場合、次の防災備品を支給しま
す。組織設立の手続きなど、お気軽にご相談くだ
さい。
・ヘルメット（１世帯に１個）
・電気メガホン（およそ30世帯に１個）
・信号灯（およそ30世帯に２本）

自主防災組織の活動補助
住民参加による自主防災活動を推進し、地域の自
発的な自主防災組織の活動を円滑に行うため、自
主防災組織が実施する防災活動、防災訓練、防災
研修等に要する事業経費に対して、加入世帯に応
じた額を限度に補助金を交付します。

加入世帯数（平成29年４月１日現在）	 補助額　
100世帯未満	 5,000円　
100以上300世帯未満	 10,000円　
300以上500世帯未満	 15,000円　
500以上1,000世帯未満	 20,000円　
1,000世帯以上	 50,000円　

申込方法　防災活動等を実施する予定日の２週間
前までに、所定の申請書に必要書類を添付してお
申し込みください。申請書は、市ホームページか
らもダウンロードできます。

避難路・避難場所整備に係る原材料等支給
地震・津波等災害時の避難路または避難場所を自
主防災組織等がその労力で整備する場合において、
当該工事に要する原材料および一般建設機械等の
借上げ料（オペレーター料、燃料代を除く）を支
給します。

申込方法　危機管理課にご相談いただき、所定の
申込書に必要書類を添付してお申し込みください。

問い合わせは　危機管理課（☎22－9191）へ
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部
落
差
別
解
消
推
進
法
が

施
行
さ
れ
ま
し
た

　

２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
12
月

16
日
、「
部
落
差
別
の
解
消
の
推

進
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

同
和
問
題
と
は
、
日
本
社
会
の

歴
史
的
発
展
の
過
程
で
形
づ
く
ら

れ
た
身
分
階
層
構
造
に
基
づ
く
差

別
に
よ
り
、
日
本
国
民
の
一
部
の

人
々
が
長
い
間
、
経
済
的
、
社
会

的
、
文
化
的
に
低
位
の
状
態
を
強

い
ら
れ
、
日
常
生
活
の
上
で
さ
ま

ざ
ま
な
差
別
を
受
け
る
な
ど
、
わ

が
国
固
有
の
重
大
な
人
権
問
題
で

す
。

　

今
な
お
、
こ
う
し
た
人
々
に
対

す
る
差
別
発
言
、
差
別
待
遇
等
の

事
案
の
ほ
か
、
差
別
的
な
内
容
の

文
書
が
送
付
さ
れ
た
り
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
で
差
別
を
助
長
す
る

よ
う
な
内
容
の
書
き
込
み
が
な
さ

れ
る
と
い
っ
た
事
案
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

差
別
や
偏
見
に
基
づ
く
こ
の
よ

う
な
行
為
は
、
他
人
の
人
格
や
尊

厳
を
傷
つ
け
る
も
の
で
あ
り
、
決

し
て
許
さ
れ
な
い
も
の
で
す
。

　

同
和
問
題
を
正
し
く
理
解
し
、

一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

る
社
会
の
実
現
に
努
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

人
権
教
育
課

（
☎
22

－

３
３
９
２
）
ま
た
は
人

権
・
男
女
参
画
課
（
☎
22

－

３
０

９
４
）
へ

６
月
１
日
は

全
国
一
斉「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　

日
常
生
活
の
な
か
で
人
権
を
め

ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
社
会
生
活
に
お
け
る

不
当
な
扱
い
、
子
ど
も
や
高
齢
者

へ
の
虐
待
な
ど
が
存
在
し
て
い
ま

す
が
、
表
面
化
し
に
く
い
ケ
ー
ス

が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。そ
こ
で
、

地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
と

し
て
、
人
権
擁
護
委
員
が
任
命
さ

れ
、
本
市
で
は
16
人
が
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
法
が
昭
和
24
年

６
月
１
日
に
施
行
さ
れ
、
そ
の
日

を
記
念
し
て
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
を
定
め
、
人
権
擁
護
委
員
が

住
民
の
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ

「
人
権
尊
重
」
の
大
切
さ
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
次
の
と
お
り
特
設

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
１
日
㈭　

午
前
10
時

～
正
午

場
所　
富
岡
公
民
館

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

　

本
市
は
、
住
宅
の
耐
震
化
を
積

極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

耐
震
診
断

対
象　
平
成
12
年
５
月
31
日
以
前

に
着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅

自
己
負
担
額　
３
千
円

　

耐
震
改
修
等
に
係
る
補
助
事
業

に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

耐
震
改
修
支
援
事
業

対
象　
平
成
12
年
５
月
31
日
以
前

に
着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅
で
耐
震

診
断
を
受
け
、
評
点
が
１
・
０
未

満
と
判
定
さ
れ
た
住
宅
を
、
評
点

１
・
０
以
上
に
改
修
す
る
工
事
で
す
。

※
補
助
対
象
と
な
る
耐
震
改
修
工

事
は
、
県
の
講
習
を
受
け
て
徳
島

県
木
造
住
宅
耐
震
改
修
施
工
者
等

と
し
て
登
録
さ
れ
た
方
で
な
け
れ

ば
施
工
で
き
ま
せ
ん
。

※
補
助
金
交
付
決
定
前
に
着
手

（
契
約
を
含
む
）
し
た
工
事
は
補

助
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

補
助
金
額　
改
修
工
事
に
か
か
る

工
事
費
用
の
３
分
の
２
（
上
限

60
万
円
）。
ま
た
所
得
税
の
特
別

控
除
や
固
定
資
産
税
の
減
額
な

ど
、
税
の
優
遇
措
置
も
あ
り
ま
す
。

木
造
住
宅
耐
震
改
修

促
進
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

対
象　
耐
震
改
修
支
援
事
業
の
補

助
金
交
付
決
定
を
受
け
た
方

補
助
金
額　
耐
震
改
修
工
事
お
よ

び
同
時
に
附
帯
し
て
行
う
一
連
の

工
事
（
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
等
）
費

か
ら
、
耐
震
改
修
支
援
事
業
の
補

助
金
交
付
額
に
１
・
５
を
乗
じ
た

金
額
を
減
じ
て
得
た
額
の
５
分
の

１
の
額
（
上
限
20
万
円
）。

住
ま
い
の
安
全
・
安
心
な

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

対
象　
平
成
12
年
５
月
31
日
以
前

に
着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅
で
、
耐

震
診
断
を
受
け
、
評
点
が
１
・
０

未
満
と
判
定
さ
れ
た
住
宅
で
、
次

の
①
～
⑤
の
工
事
。（
①
は
必
ず

実
施
し
、
②
～
④
は
い
ず
れ
か
を

実
施
、
⑤
の
実
施
は
自
由
で
す
）

①
高
さ
が
１
・
５
メ
ー
ト
ル
以
上

の
家
具
の
固
定

②
評
点
を
１
・
０
に
近
づ
け
る
耐

震
補
強
工
事
等

③
耐
震
ベ
ッ
ド
や
耐
震
シ
ェ
ル

タ
ー
を
設
置
す
る
工
事

④
②
ま
た
は
③
に
相
当
す
る
工
事

⑤
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
の
向
上
や

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の
工
事

補
助
要
件　
次
の
事
項
を
す
べ
て

満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
県
内
に
本
店
を
有
す
る
建
設
業

者
等
が
施
工
す
る
こ
と

・
補
助
金
の
交
付
決
定
後
に
着
手

（
契
約
を
含
む
）
す
る
こ
と
等

補
助
金
額　
補
助
対
象
経
費
の
２

分
の
１
（
上
限
40
万
円
）

※
市
内
に
本
店
を
有
す
る
建
設
業

者
等
が
施
工
す
る
場
合
は
、
最
大

で
60
万
円
の
補
助
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

対
象　
申
請
時
に
お
い
て
、
建
築

後
５
年
以
上
経
過
し
た
住
宅
で
、

現
に
居
住
の
用
に
供
す
る
部
分
に

つ
い
て
行
う
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

た
だ
し
、
高
さ
が
１
・
５
メ
ー
ト

ル
以
上
の
家
具
を
全
て
固
定
す
る

工
事
を
併
せ
て
行
う
こ
と

※
補
助
対
象
と
な
ら
な
い
経
費
も

あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

補
助
要
件

・
市
内
に
本
店
を
有
す
る
建
設
業

者
等
が
施
工
す
る
こ
と

・
補
助
金
の
交
付
決
定
後
に
着
手

（
契
約
を
含
む
）
す
る
こ
と

・
補
助
対
象
経
費
の
合
計
が
20
万

円
以
上
で
あ
る
こ
と
等

補
助
金
額　
補
助
対
象
経
費
の
５

分
の
１
（
上
限
20
万
円
）

予
定
戸
数
等　
予
定
戸
数
80
戸
で
、

受
付
は
先
着
順
と
し
、
予
定
戸
数

に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。
※
各

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
と
の
併
用

は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
は　
住
宅
・
建
築
課

（
☎
22

－
３
４
３
１) 

へ

住
宅
の
耐
震
化
支
援

【後期高齢者医療制度】保険料のお知らせ
保険料率は２年ごとに改定を行うこととなっており、平成 29年度は、平成 28年度と同じ保険料率になっています。
なお、被保険者均等割額、所得割額の軽減については、制度の見直しや政令改正により、改定を行っていますので、
ご確認ください。

被保険者均等割額 　52,913円（被保険者全員が等しく負担） 所得割率　10.98％（被保険者が所得に応じて負担）

【保険料の計算方法】
被保険者均等割額と所得割額を合計して、個人単位で計算します。保険料の上限は年額57万円です。
保険料 ＝ 被保険者均等割額52,913円 ＋｛（総所得金額等－33万円）×所得割率10.98％｝
【保険料の軽減】
所得の低い方および国保・国保組合以外の健康保険の被扶養者であった方は、次のとおり保険料が軽減されます。

問い合わせは　保険年金課（☎22−8064）または徳島県後期高齢者医療広域連合事業課（☎088−677−3666）へ

所得割額の軽減

被保険者の基礎控除（33万円）後の総所得金額等に応
じて、所得割額が軽減されます。
【所得割額の軽減割合】　５割軽減→２割軽減

基礎控除（33万円）後の
総所得金額等 所得割額の軽減割合

58万円以下 ２割

被用者保険の被扶養者であった場合の軽減

後期高齢者医療制度加入の前日まで、国保・国保組合以外
の健康保険の被扶養者となっていた方が対象となります。
ただし、所得の低い方に対する均等割額の軽減にも該当
する方については、いずれか大きい方の額が軽減されます。
【均等割額の軽減割合】　９割軽減→７割軽減

均等割額 所得割額

７割軽減 負担なし

被保険者均等割額の軽減

世帯主と世帯の被保険者の所得額の合計に応じて、均等
割額が世帯単位で軽減されます。
【軽減対象の拡充】下表「世帯の所得額の合計」欄中　
軽減割合５割について　	 26 万５千円→ 27万円
軽減割合２割について	　　　	48 万円→ 49万円

世帯の所得額の合計 均等割額の
軽減割合

33万円以下で、世帯内の被保険者全員の所得が
ない（年金収入80万円以下） ９割

33万円以下 8.5割

33万円＋（27万円×被保険者数）以下 ５割

33万円＋（49万円×被保険者数）以下 ２割

問い合わせは　野球のまち推進課
　　　　　　　（☎ 22−1297）へ

○春季四国高校野球大会
　３日㈷

○少年野球阿南大会
　５日㈷

○四国アイランドリーグ Plus
　公式戦
　６日㈯　18:00〜
　　徳島対高知
　15日㈪　18:00〜
　　徳島対愛媛

○JA全農WCBF野球教室
　20日㈯

○第33回西日本早起き野球大会
　27日㈯、28日㈰

球場へ行こう!
JAアグリあなんスタジアムほか

５月の日程

日頃の皆さまのご愛顧に感謝申し上げます。
さて、当施設は平成13年７月開館以来、県内
屈指の天然温泉として、お客さまがゆったり
とおくつろぎいただける施設の運営をめざして参りました。
しかしながら利用者数は年々減少の一途をたどっており、今後さらなる
誘客努力と経営改善を図りながら、お客さまに愛され、持続できる温泉
保養施設として再生を図って参りたいと考えていますので、引き続きご
支援のほど、よろしくお願い申し上げます。
つきましては、誠に心苦しい限りではございますが、本年10月１日から、
次のとおり料金を改定します。

■大人　600円　　　■健康福祉風呂　2,000円

※高齢者および障がい者の方への制度は従前どおりです。
また、緩和措置としまして、10月１日前にお持ちになられている入浴
券および回数券等はそのままご利用できます。

温泉保養施設所長　

かもだ岬温泉からのお知らせ
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●教育長報告
①幼・小・中学校卒業証書授与式について
②教職員人事異動について
③３月議会の報告

●阿南市教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則につ
いて（総務課）

●阿南市教育委員会公印規則の一部を改正する規則について
（総務課）

●阿南市認定こども園施設整備費補助金交付要綱の制定につい
て（学校教育課）

●阿南市私立幼稚園就園奨励事業費補助金交付規則の一部を改
正する規則について（学校教育課）

●阿南市文化財保護審議会委員の委嘱について（文化振興課）

※定例会の日時は、市ホームページでお知らせしています。
　くわしくはお問い合わせください。

問い合わせは　教育総務課（☎22−3299）へ

３月定例会（３月17日開催）で、次の内容に
ついて審議し、承認されました。

教育委員会定例会だより
■展示コーナー　10:00〜20:00
※初日と最終日は催しによって終了時間が異なります。

○ちりめん細工＆手作り小物展　〜７日㈰まで
○グラデーションアート　９日㈫〜21日㈰
○石をモデルに　23日㈫〜6月4日㈰
■体験コーナー

○楽しくプリザーブドフラワーアレンジ
　14日㈰　13:00〜15:00
【申込締切日】12日㈮
【参加費】2,500円　【定員】10人
【持参物】あればハサミ

○ＬＥＤグラス体験
　27日㈯　13:00〜15:00
【申込締切日】6月10日㈯
【参加費】500円　【定員】20人
【持参物】ビン（コーヒービン）

問い合わせは　阿南光のまちステーションプラザ
　　　　　　　（☎24−3141）へ

光 ５月の催しのまちステーションプラザ

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り常時開催中！

地域の新しい力となる

地域おこし協力隊だより
vol. ８

あぶない !こんなに事故が
交 通
事 故

件　数
死　者
負傷者

187件（563）
0人（    0）
17人（  67）

救 急 件　数
搬送人員

251件（912）
239人（873）

火 災 件　数
損害額

3件（    6）
0千円（6,069千円）

●阿南署管内平成29年３月分合計。カッコ内は１月からの累計。
　損害額は未確定分を含んでいません。

農
用
地
区
域
の
変
更
申
請

（
除
外・編
入
）は
お
早
め
に

　

市
で
は
、
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
「
農
用

地
区
域
」
の
平
成
29
年
度
前
期
の

変
更
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
請
を
さ
れ
る
方
は
、申
請
書（
農

林
水
産
課
備
え
付
け
）
に
必
要
書

類
等
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

受
付
期
間　
５
月
１
日
㈪
～
31
日

㈬提
出
・
問
い
合
わ
せ
は　
農
林
水

産
課
企
画
係（
☎
22

－

１
５
９
８
）

へ
量
水
器
の
位
置
確
認
の

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

上
水
道
施
設
の
適
正
な
管
理
と

漏
水
等
の
復
旧
作
業
を
迅
速
に
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
立
ち
入
り

調
査
を
行
い
、
上
水
道
情
報
管
理

デ
ー
タ
の
整
備
を
し
て
い
ま
す
。

調
査
を
行
う
際
は
事
前
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

調
査
対
象
地
区　
那
賀
川
町

調
査
内
容　

▼
道
路
内
の
水
道
管
の
埋
設
位
置

や
弁
栓
類
の
調
査

▼
各
戸
の
量
水
器
の
位
置
確
認

期
間　

５
月
～
８
月
末
日
ま
で

（
予
定
）

※
調
査
員
は
阿
南
市
水
道
部
委
託

者
の
腕
章
等
を
つ
け
、
調
査
業
務

従
事
者
の
証
明
書
を
携
帯
し
て
い

ま
す
。
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
水
道
課
（
☎
22

－

３
２
９
５
）
へ

阿
南
警
察
署
だ
よ
り

春
の
行
楽
期
に
お
け
る
交
通
事
故

の
防
止

　

行
楽
シ
ー
ズ
ン
中
、
い
ろ
い
ろ

な
行
楽
地
へ
自
動
車
で
出
か
け
る

方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
県
外
の
旅
行

先
へ
マ
イ
カ
ー
で
出
か
け
る
場

合
、
日
程
に
無
理
の
な
い
計
画
を

立
て
、
心
と
体
に
余
裕
の
あ
る
運

転
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
県
内
で

は
、
県
外
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
地
元

の
道
を
走
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

譲
り
合
い
の
気
持
ち
を
持
っ
て
運

転
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

自
転
車
や
歩
行
者
の
方
も
交
通

ル
ー
ル
を
守
る
と
と
も
に
、
特
に

薄
暮
時
、
自
転
車
の
方
は
早
め
に

ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、
歩
行
者
は
反

射
材
を
活
用
す
る
な
ど
、
自
分
の

存
在
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
ア
ピ
ー
ル

し
、交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22

－

０
１
１
０
）
へ

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
短
期
講
座

受
講
者
募
集

　

今
の
自
分
に
適
す
る
ハ
ー
ブ
テ

ィ
ー
を
み
つ
け
よ
う
！

日
時　
5
月
30
日
㈫　

午
後
７
時
～

場
所　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

定
員　
12
人

対
象　
市
内
に
居
住
ま
た
は
職
場

を
有
す
る
35
歳
ま
で
の
勤
労
青
少

年
（
学
生
を
除
く
）

参
加
費　
3
０
０
円（
お
み
や
げ
付
）

※
当
ホ
ー
ム
未
登
録
者
は
、
利
用

者
協
議
会
費
１
０
０
０
円
（
年
会

費
）
が
必
要

講
師　
松
下
美
穂
さ
ん

申
込
締
切
日　
5
月
22
日
㈪

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
42

－

４
５
７

２
）
へ
（
受
付
時
間
は
平
日
午
後

１
時
～
８
時
）

④地域おこし協力隊の活動
は初めてで、分からないこ
とばかりですが、地域の皆
さまに１日でも早く知って
いただけるよう活動してい
きます。野球のまち阿南で、
どれだけ野球を通じて桑野
から阿南へ、徳島へ、そし
て日本、世界へ発信できる
ように１日１日の過ごし方
を無駄にしないように楽し
んでいきたいです。

平成28年度から、本市では初となる「地域おこし協力隊」
（３人）を導入し、地域の情報発信、空き家調査、イベン
ト開催等で地域力向上に努めました。今年度から、さらに
隊員５人を追加配置します。また、多様化する移住相談に
対して瞬時に対応できる機動力を備え、きめ細やかな相談
体制を整えるため、定住促進課内に「移住促進コーディネ
ーター」を２人配置します。
新しく加わる地域おこし協力隊隊員と移住促進コーディネ
ーターをご紹介します。（①前住所地、②趣味、③好きな
言葉、④自己紹介・抱負など）

①東京都②旅、運動、ＤＩ
Ｙ、野球倫理③人生は正し
いより楽しむこと

山本慎二郎さん（30歳）

桑野地区

④私は、阿南市出身で、名
古屋の大学に進学したので
すが、生まれ育った阿南市
で市民の方々のためになる
仕事がしたいと思いＵター
ンしました。協力隊として、
富岡の商店街を盛り上げ、
地域の方々が交流できるイ
ベントなどを企画したいと
考えています。街で見かけ
たら気軽に声を掛けてくだ
さい。

①愛知県②料理③笑う門に
は福来る

西谷みどりさん（23歳）

富岡地区

④新野を出て十数年、東京
での生活に慣れてきたこ
ろ、帰省した時に、新野の
人たちの暮らしがとても輝
いてみえました。豊かな自
然に囲まれて、街や人、文
化を大切にしている生活に
感動し、「いつか」ではな
く「今」帰りたい、という
気持ちになりました。協力
隊の活動を通し、新野の魅
力を伝えたいと思います。

④阿南市の良さを全国にＰＲ
し、移住者増を目標とし、空
き家の利活用を促進していけ
ればと奮起しています。十数
年前に、「これからは地方に
付加価値を見いだす波が来
る」と当時の大学の教授に投
げかけた言葉を体現するよう
な業務に就くことができ、喜
びと緊張で打ち震えていま
す。阿南市が全国から注目さ
れるようまい進します。

④前職はウエディングプラン
ナーとして、関西や静岡、フ
ランスで働いてきましたが、
地元の徳島をもっと多くの人
に知ってほしいという思いが
強くなりＵターンしました。
阿南市の豊かな自然や文化、
気さくで温かな人々などの魅
力を発信し、たくさんの方に
「移住をするなら阿南」と思
っていただけるようまい進し
ます。

④大阪生まれの大阪育ち。
鳥取県（父）と高知県（母）の
田舎ブレンドとして、シテ
ィボーイの生活を送ってい
ましたが、ＤＮＡがそれを
許さず、長崎県で民泊に関
わる仕事をしていました。
新野ではシームレス民泊を
拡充させたいです。卒業後
は半農半Ｘ

エックス

の生活を実現す
るため起業し、阿南市で人
生を歩んでいきたいです。

①東京都②食べること③温
故知新

久米可奈子さん（31歳）

②ドライブ③晴耕雨読

横田 陽彦さん（30歳）

②旅行、散歩③闘志なき者
に栄光なし

高岡亜由美さん（30歳）

①大阪府②カメラ、スノー
ボード、ダーツ、将棋③あ
きらめるな！しがみつけ！

蔵本 准平さん（32歳）

新野地区

移住促進
コーディネーター

移住促進
コーディネーター

新野地区

④私は、群馬県出身で、５
年間奈良県に住んでいまし
た。徳島県に来るのは初め
てですが、県外出身からの
目線で、阿南市の魅力を発
見したいと思っています。
まだまだ分からないことが
多いですが、他の隊員や地
域の方々と協力し、阿南市、
富岡地区の良さを発信して
いきたいと思います。よろ
しくお願いします。

①奈良県②一眼レフカメ
ラ、パズル③立ち止まるこ
となく歩み続ける

内藤 千尋さん（24歳）

富岡地区
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